
第69号
令和３年９月議会
発行/令和３年11月

なんぶ

議会だより議会だより

発行／南部町議会　〒683-0351　鳥取県西伯郡南部町法勝寺377-1　TEL0859-66-4804　FAX0859-66-4806
https://www.town.nanbu.tottori.jp/admin/gikai/　　編集／広報常任委員会　　印刷／冨士印刷有限会社

●９月議会審議結果
●９月議会を終えて
●一般質問

…………………19
…20

●表紙紹介
●町議会広報探検隊NO.９

……2〜8
…………9

……………………10

「
ス
マ
ー
ト
農
業
で

　耕
作
放
棄
地
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
ぞ
」

右のQRコードから「議会だより」が見られます。



一般会計 ８人賛成 ４人反対令和２年度
決　算

９月定例議会報告

令和元年度一般会計決算の認定結果（〇賛成 ×反対）

　令和３年度９月定例議会が、９月６日から９月22日までの会期で開催され
ました。令和２年度の一般会計・特別会計の決算をはじめ、令和3年度の一般
会計補正、条例の一部改正など23議案が審議され、５件の発議案を含め、す
べて認定・可決されました。

9月定例議会

で認定
歳入  97億5,457万2千円 議会費

8,526万円
（1.2%）

総務費
13億7,851万円
（18.9%）

民生費
26億1,316万円
（35.8%）

民生費
26億1,316万円
（35.8%）衛生費

7億8,172万円
（10.7%）

農林水産業費
４億7,326万円
（6.5%）

商工費
2,610万円
（0.4%）

土木費
3億3,965万円
（4.7%）

土木費
3億3,965万円
（4.7%）

消防費
5,416万円
（0.7%） 教育費

4億8,085万円
（6.6%）

教育費
4億8,085万円
（6.6%）

災害復旧費
1億8,356万円
（2.5%） 公債費

8億8,610万円
（12.1%）

公債費
8億8,610万円
（12.1%）

歳入

歳出
（目的別）

（前年対比28億5万1千円増）

歳出  95億4,028万9千円
（前年対比28億2,893万円増）

●複合施設整備事業（繰越分､拠点整備分を含む）
●特別定額給付金支援事業
●光ファイバー整備事業
●国保特別会計繰り出し金事業
●プレミアム商品券発行事業
●頑張ろう飲食業応援緊急支援事業
●学校における新型コロナウイルス感染症対策事業
●「Nanbuまごころ便」お届け事業
●公設民営保育園運営事業
●ＪＯＣＡ連携事業
●まちづくり会社支援事業
●三世代同居支援事業

…11億4,018万円
…………………10億7,098万円

………………………2億8,797万円
……………………5,004万円
……………………37,496万円

…………………316万円
…592万円

…………………203万円
……………………1億9,774万円

…………………………………3,687万円
…………………………1,703万円

…………………………………800万円

主な事業

頑張ろう飲食業応援支援事業
(緑水園）

頑張ろう飲食業応援支援事業
(緑水園）

学校における新型コロナ感染症対策事業
（全学校にあみ戸設置）

学校における新型コロナ感染症対策事業
（全学校にあみ戸設置）

複合施設整備事業（キナルなんぶ）複合施設整備事業（キナルなんぶ）

　令和2年度の一般会計決算はコロナ特別給付金、キナルなんぶ建設など
大型事業もあり、大型会計決算額となった。この収支から翌年度へ繰越
すべき財源を差し引いた実質収支額は1億8,630万4千円の黒字となった。

分担金及び負担金
1億3,144万円
（1.7%） 繰越金

2億8,491万円
（3.9%）
諸収入

1億1,923万円
（1.6%）
繰入金
978万円
（0.1%）

繰入金
978万円
（0.1%）

自主財源その他
1億520万円
（1.4%）

地方交付税
35億7,841万円
（47.4%）

国庫支出金
6億3,323万円
（8.4%）

国庫支出金
6億3,323万円
（8.4%）

県支出金
7億79万円
（9.3%）

県支出金
7億79万円
（9.3%）

町債
9億260万円
（12.0%）

町債
9億260万円
（12.0%）

依存財源その他
2億982万円
（2.7%）

町税
9億4,499万円
（12.5%）討

論
反対 ●新型コロナウイルス感染症対策予

算が大きな部分を占める中で、南部
町版持続化給付金制度のあり方などや、プレミ
アム商品券発行事業など余り使われていない制
度があり、コロナ対策として不備であった。
●地域再生法人、生涯活躍のまちのお金の使い
方の問題、会計年度任用職員、指定管理での職
員給与など格差の問題、地域振興協議会のあり
方、指定管理のあり方の問題など指摘して反対
する。
●国保会計への5,000万円の法定外繰り出
し、いったんこれを認めれば、基金がなくなる
たびに繰り出すことになる。国保会計が苦しい
からといって、他の保険加入者なども納めてい
る税金から繰り出すのは、保険料の二重払いに
なり、公平さを欠く。

賛成 ●新型コロナウイルス感染症対策に
大部分を充てられた大きな決算で

あったと思う。町民のほとんどが敬意を表され
ていると思うような決算内容なので賛成する。
●生活を支えながら経済も支えていく、町の福
祉施策や人口対策をコロナによって止めない、
それに対応していくという町の施策は間違って
いない。妥当な決算だと思う。
●日本の国民皆保険を守るため国民健康保険が
ある。この国保会計の基金がゼロになった。国
保会計を守るために町長が清水の舞台から飛び
降りる覚悟で国保会計への5,000万円の繰り出
しを行った。これによって、今後国保会計が順
調に行くよう鋭意努力していただきたい。

「Nanbuまごころ便」お届け事業「Nanbuまごころ便」お届け事業

なんぶ議会だより　第 69号３ なんぶ議会だより　第 69号 ２

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○

×

○○

×

欠令和２年度一般会計歳入歳出決算
議員名（議席番号順）



９月定例議会報告 ９月定例議会報告

国保会計歳入歳出決算

討
論

反対 国保全体を見ると、
国保税が住民の所得

に対して高すぎる。格差が広がる
中で所得の低い世帯の暮らしはま
すます苦しくなっている。公共料
金もそこに加担している現状があ
るので、その是正を求めて反対す
る。

賛成 コロナの影響で赤字
になるのではと心配

していたが、いろいろな施策でプ
ラス会計となった。また、繰入金
についてもイレギュラーかもしれ
ないが、国保会計を維持するため
にはどうしても必要であったので
賛成する。

特別会計決算認定の討論

その他の決算会計報告

令和2年度 特別事業会計決算の認定採決結果（〇賛成 ×反対）

なんぶ議会だより　第 69号５ なんぶ議会だより　第 69号 ４

西伯病院受付

アクディ大国

農業集落排水事業会計歳入歳出決算

討
論

反対 河川の浄化に努
めていることを

重視して接続率を高める考え
から、使用料軽減と接続加入
金の軽減を求めて反対する。

賛成 農業集落排水事業は、農
業集落におけるし尿、生

活雑排水などの汚水を処理し、農村の
水環境を良くするものである。一般会
計からの繰入金が占める割合は42％と
いう非常に高い数字となっている。
 使用料の軽減といわれるが、かなりの
一般会計からの繰入金があり、住民の
使用料の負担を抑えている。

後期高齢者医療会計歳入歳出決算

討
論

反対 被保険者のほとんどが年金生活者であり、
年金は年次的に引き下げられ、生活の厳

しさが増しており、負担軽減を行うべき。
来年から窓口負担が増えるので受診控えが起こる恐れ
があり、重症化により治療費増につながっていくこと
を懸念するので反対する。

賛成 負担軽減については、７割、５割、２割
軽減の制度がある。保険事業が充実して

きており、元気な老人が増えつつある。来年から窓口
負担が１割から２割になるが、低所得者は１割負担の
ままであり、セーフティネットは張られているので賛
成する。

浄化槽整備事業会計歳入歳出決算

討
論

反対 合併浄化槽は、公共
下水や集落排水と

違って区域が限られている。特に
奥部では高齢化も進み、水洗にす
る場合の宅内工事にお金がかかる。
住宅リホーム制度などをつくり支
援していくことが必要であり、反
対する。

賛成 現在、接続率は74.2％
まで上がってきてい

る。これもＰＲや推進してきた担
当課の努力の結果だと思う。こう
して着々と地道な整備を進めるこ
とは南部町全体の水洗化率を高め
るためにも大きな成果だと思う。

討
論

反対 使用料の収入率
が98.8％、100％

に非常に近い額であるが、他
町村と比べると比較的使用料
が高い状況にある。一般財源
の繰り入れをもっと増やして
使用料を下げるそのことに努
めるべきと思う。

賛成 一般会計からの繰入金は
全体の34.5％を占めてい

る。使用料収入は33.67％ということ
で一般会計からの繰り入れのほうが少
し多い。それだけ住民の使用料負担を
減らしている。接続率も97.1％、マッ
クスに近づいている。引き続いてこの
事業を進めながら住民の生活を守って
いくべきではないか。　

水道事業会計歳入歳出決算

討
論

反対 水道会計のシミュ
レーションによれば、

当年度純利益、資金残高など順調
に上がってくる計算となっている。
その一方で、令和５年度には水道
料金の値上げを考えている。この
値上げは本当に必要なのかという
ことを指摘し、反対する。

賛成 城山配水地の修繕が
必要であることや、

また、突発的・緊急的なものもあ
るのでシミュレーションどおりに
はならない。コロナの影響を加味
して使用料減免措置をするなど、
住民側にたった会計だと思うので
賛成する。

公共下水道事業会計歳入歳出決算

全会一致で可決

　歳入・歳出で1,047万円の赤字と
なった。
　新型コロナ感染症患者の受け入れ
のと、一般患者との隔離の対応に苦
慮した一年であった。
　医師、看護師を含む医療関係者皆
さんのご尽力に感謝します。

病院事業決算会計

会　計　名（決算）

墓苑事業特別会計

住宅資金貸付事業会計

太陽光発電事業特別会計

病院事業会計

在宅生活支援事業

141

758

8,074

225,716

4,412

110

110

8,071

226,763

4,412

31

648

3

△1,047

0

会　計　名（決算） 歳入
(万円)

歳出
（万円）

差引額
(万円)

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

農業集落排水事業特別会計

浄化槽整備事業特別会計

公共下水道事業特別会計

水道事業会計歳入歳出

132,951

14,854

24,062

5,564

19,769

21,635

132,300

14,777

24,047

5,563

19,763

21,411

651

77

15

1

6

224

会計名(決算)／　
　　議員名（議席番号順）

歳入
(万円)

歳出
（万円）

差引額
(万円)
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○

○
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○

○
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○

○
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○

○

○

○

○

○

下鴨部公民館合併浄化槽

クリンピア西伯

円山水道管敷設換



９月定例議会報告 ９月定例議会報告・条例案と補正予算案

職員の特殊勤務手当に関する条例
条例案の審査結果

〇コロナ感染症防疫作業の手当支給 全会一致で可決

手数料徴収条例
〇個人番号カードの再交付手数料の項を削る 全会一致で可決

町営住宅条例
〇入居の際、保証協会に加入すれば連帯保証人不要　 全会一致で可決

越敷野町営住宅条例
〇上記同様 全会一致で可決

児童厚生施設条例
〇児童館の管理を指定管理者の指定することができる 賛成多数で可決

やむを得ず県外との往来行う方への
ＰＣＲ検査費の助成事業

討
論

反対 専決処分のやり方に疑問がある。住民の
日常生活を営む上での不安解消と感染拡

大防止を図るということだが、検査の翌日に発症する
こともある。補助要件「やむを得ず」についてどこま
での線引きをするかについて答弁がなかった。

賛成 コロナ対策について科学的な立場に立っ
て、ＰＣＲ検査の費用の助成を決めた。

コロナウイルスの感染対策でＰＣＲ検査を位置づけた
ということは、今後の対応の一つの道筋を示したとい
う点で評価する。

賛成多数で承認

なんぶ議会だより　第 69号７ なんぶ議会だより　第 69号 ６

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○
×

欠児童厚生施設条例の一部改正
議員名（議席番号順）

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田
○○○○○○○○

×

○○○○専決処分の承認を求める
議員名（議席番号順）

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○

×

欠令和3年度一般会計補正予算
議員名（議席番号順）

討
論

反対 現在、青年海外協力協会（ＪＯＣＡ）
が、デイケアを児童館で行っている

が、公の施設が賃借できるのか指定管理の前段と
して疑問がある。ＪＯＣＡの仕事と町の委託を受
ける人がダブルワークになるからという理由で施
設を指定管理することは理由にならない。

賛成 この公の施設、児童館が指定管理に向いてるのかと
いうことであるが、今までも伯耆の国に保育園を指

定管理として出している。児童福祉法の大元である子育てについ
ては町が責任を持つことが大前提がある。これをもってでも指定
管理してそれをきちっとできる、そういう目配りをしながら
この条例は指定管理をすることができるというものである。

討
論

反対 コロナ交付金を使って
森林公園キャンプ場サ

イトの増設、緑水湖周辺のバンガ
ローを修理する事業についてお金の
使い方の問題を指摘し、また無計画
であることを指摘し反対する。

賛成 新型コロナの感染の流行に伴って、外での風通しのいい
環境下でのレジャーが非常に注目されている。また昨今

のキャンピングブームと相まって、キャンプ場のニーズが非常に高
まっている。令和元年度から産業課に増設の要望として上がっていた。
バンガローの整備もコロナ収束後の緑水湖周辺の賑わいのための環境
整備のために必要である。

令和３年度 一般会計補正予算 9人賛成 3人反対 で認定
歳入歳出総額に4千247万2千円を追加し、歳入歳出を74億1,765万1千円とする。

一般会計補正予算の審査結果

●配食を伴う見守りサービス支援事業（新規） 
●新型コロナワクチン接種体制確保事業　　　　　　　　　 
●病院事業、地域住民の医療

……404千円
…1,405千円

…………8,206千円

●森林公園周辺整備事業　 
●｢Nanbuまごころ便｣お届け事業（新規）
●障がい者通所支援事業

………………1,229千円
…1,800千円

………………4,835千円

補正額 補正額【一般会計の主な内容】

<専決処分> 歳入歳出総額600万円を追加し、歳入歳出をそれぞれ
　　　　　　69億2,095万6千円とする。

臨時議会報告

その他の補正予算報告 全会一致で可決

　病院事業会計ではコロナ感
染症に関する病床確保、医療
充実経費の補助金の収入。
　資本的収入は医療体制充実
と町補助金が含まれている。

後期高齢者医療特別会計補正予算

浄化槽整備特別会計補正予算

太陽光発電事業特別会補正予算計

病院事業補正予算　病院事業収入

　　　　　　　　　資本的収入

750

1,000

0

31,935

10,929

　150,150

68,200

24,412

2,436,632

405,930

会　計　名

辺地に係る公共的施設の総合計画の変更について
※光ファイバー等、辺地に係る整備の変更

令和3年度一般会計補正

令和3年度農業集落排水特別会計補正

45,422

82

737,517

24,792

全員一致

全員一致

会　計　名（補正予算） 補正額
(万円)

補正後の予算額
（万円）

採決結果

7月豪雨災害復旧費　約4億5千万円

一般会計補正予算については、7月豪雨による災害復旧対応事業の補正予算であった。

補正額
(万円)

補正後の予算額
(万円)

８月臨時議会報告

専決処分 専決処分とは 議会の権限に属する事項について、町長が議会に代わって意思決定を行うこと。

８月17日
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令和３年９月定例議会一般質問ダイジェスト
質　問　事　項

１

２

３

４

５

６

７

８

９

米澤　睦雄

﨏田　光雄

荊尾　芳之

板井　　隆

加藤　　学

仲田　司朗

亀尾　共三

真壁　容子

細田　元教

30

２5

３0

30

30

30

30

30

30

１

２

１

２

１

２

１

１

２

１

２

１

２

３

１

２

１

２

議 員 名 発言時間

【質問の通告】
一般質問は、議案と関係なく
行財政全般にわたる議員主導
による政策論議で、通告制で
行っている。

【一般質問の時間】
定例議会において行われ、南
部町は議員からの質問時間は
30分と定めている。
町民皆様の声を町政に問います。

買い物困難者への支援

ワクチン接種

南部町のまちづくり

里地里山の資源活用

法勝寺地域の活性化

７月豪雨の被災者支援

コロナ感染拡大防止策

新型コロナ対策

特別障がい者手当

コロナ対策

西伯病院

エアコンの設置

避難所運営

町民の生活の実情

保健所の統合・民設民営を

町のゴミ処理計画から見た西部広域の｢基本構想｣

コロナ感染対策

特色あるまちづくり

あ
な
た
の
声
を

町
政
に
問
う
！

　コロナ禍における米の需要「消失」は2019年産米の過大な在庫を生み、2020年産米の市場
価格は暴落している。さらに緊急事態宣言の発令により、需要減少に歯止めがかからず、
2020年産米の販売不振で米価下落は収まらない状況にある。
　南部町の主産業である農業の全耕作面積に占める水田面積の割合は81％で、そのうち主食
用米が50％を占めている。コロナ感染拡大の需要減で、2021年産米概算金単価は前年比、
1,000円～1,500円減で空前の大暴落となる見通しである。このまま３年連続の米価暴落とな
れば、令和３年度「南部町農業再生協議会水田収益力強化ビジョン」の取組みの目標もおぼ
つかない現状となり、多くの米生産者が意欲を失い、大規模経営でも米づくりから撤退する
ことになりかねない。コロナにより消滅した需要減少分は、国が責任をもって「過剰在庫」
を市場隔離するべきであって、稲作農家への収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）や資金繰
り対策の更なる拡大支援が必要である。
　コロナ禍の中、各地で取り組まれているフードバンクには食料などを求めて多くの方が参
加されている。かつてない危機的事態の中で、苦しむ国
民と農家への支援のため、従来の政策的枠組みにとらわれない対策が求められている。
　以上の趣旨により、下記の事項を実現されるよう要望する。

記
１．コロナ禍で生まれた「過剰在庫」は国の責任で市場から隔離し、需要改善で米価下落に
　　歯止めをかけ、稲作農家への収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）や資金繰り対策の更
　　なる拡大、支援すること。
２．コロナ禍などによる生活困窮者・学生などへの食糧支援制度を欧米並みに創設し、政府
　　が支援すること。
３．国内消費に必要のない外国産米（ミニマムアクセス米　現在77万トン）は、国産米の需
　　給状況に応じた輸入数量抑制を実行すること。

内閣総理大臣　農林水産大臣　文部科学大臣
厚生労働大臣　外務大臣

鳥取県西伯郡南部町議会
令和３年９月２２日

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

新型コロナ禍による米価下落の支援を求める意見書

発議案の審査結果
発議９号　コロナ禍の厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書
発議10号　「ＰＣＲ検査」の充実を求める意見書
発議11号　新型コロナ禍による米価下落の支援を求める意見書
発議12号　沖縄戦没者の遺骨等を含む土砂を埋立に使用しないよう求める意見書
発議13号　新型コロナワクチン・治療薬の早期開発・承認をはじめとした薬事行政
　　　　　  の改善を求める意見書

９月定例議会報告・陳情・議員発議

全員一致で可決

議員発議 議員発議とは 議案は通常町長から提案されますが、議員もしくは委員会から発議（提案）する
ことが出来る。議員提案では主に意見書、決議、条例案が提案される。

　
令
和
２
年
度
の
南
部
町
の
会
計
決
算
を
主
な
審
査
内
容
と
す
る

９
月
本
会
議
が
９
月
６
日
か
ら
22
日
の
17
日
間
に
わ
た
り
開
会
さ

れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
歳
出
決
算
額
は
95
億
４
千
万
円
余
り
と
、
対
前
年
比

で
約
28
億
２
千
９
百
万
円
の
大
き
な
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

増
額
の
主
な
要
因
は
キ
ナ
ル
な
ん
ぶ
建
設
費
で
約
11
億
４
千
万
円
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
特
別
定
額
給
付
金
支
給
で
約
10
億
７
千
万
円
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
整
備
事
業
で
約
２
億
８
千
８
百
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
町
の
新
た
な
基
盤
整
備
を
進
め
る
大
き
な
投
資
に
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
が
加
わ
っ
た
結
果
と
言
え
ま
す
。

　
各
事
業
の
執
行
状
況
は
概
ね
計
画
通
り
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
事
業
実
施
に
支
障
を
き
た
し
た
事
業
も
見
ら
れ
ま

し
た
。

　
本
会
議
の
討
論
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
施
策
で
効
果
が
低
い

事
業
が
多
い
こ
と
、
執
行
率
が
低
い
こ
と
や
地
域
再
生
推
進
法
人

へ
の
お
金
の
使
い
方
、
会
計
年
度
任
用
職
員
等
の
給
与
問
題
や
振
興

協
議
会
の
運
営
上
の
問
題
な
ど
が
反
対
意
見
と
し
て
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
更
に
は
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
へ
の
５
千
万
円
の
繰
り

出
し
は
、
他
の
健
康
保
険
制
度
加
入
者
に
と
っ
て
不
公
平
で
は
な

い
か
な
ど
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果
は
賛

成
多
数
で
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
も
、
本
会
議
及
び
、
委
員
会
で
慎
重

な
審
査
を
行
い
全
議
案
を
可
決
又
は
認
定
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
議
会
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
国
産
ワ
ク
チ
ン
開
発
の
遅

れ
や
初
期
段
階
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
遅
れ
と
い
う
事
態
に
対
し
、

南
部
町
議
会
と
し
て
独
自
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
・
治
療
薬

の
早
期
開
発
・
承
認
を
は
じ
め
と
し
た
薬
事
行
政
の
改
善
を
求
め

る
意
見
書
」
を
国
に
対
し
て
提
出
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
町
議
会
議
員
は
、
議
会
と
し
て
提
案
さ
れ
た
議
案
の
審

査
意
見
は
も
と
よ
り
、
執
行
部
に
対
す
る
政
策
提
言
、
町
民
の
み

な
さ
ま
の
声
が
反
映
さ
れ
た
政
策
の
実
現
の
た
め
、
活
発
な
議
論

が
展
開
さ
れ
る
議
会
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
皆
様
の
お
声
を
ぜ
ひ
積
極
的
に
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
３
年
９
月
議
会
を
終
え
て

南
部
町
議
会
議
長

　景
山

　浩
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一般質問

米澤睦雄 議員

生
涯
活
躍
の
ま
ち
計
画
の
一

つ
と
し
て
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
南
部
と

交
わ
し
た
内
容
は
な
に
か
。

地
方
再
生
及
び
移
住
促
進
に

関
す
る
事
業
の
推
進
と
、
南

部
町
へ
の
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の

派
遣
の
役
割
を
担
っ
て
も
ら
う
。

Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
南
部
の
現
在
に
至

る
ま
で
の
活
動
や
展
望
を
協

議
し
て
い
る
の
か
。

福
祉
の
分
野
で
は
就
労
継
続

支
援
Ａ
型
事
業
を
平
成
30
年

度
よ
り
開
始
し
、
８
月
現
在
で
計
17

名
の
方
に
活
躍
の
場
を
提
供
し
て
い

る
。

　
産
業
の
分
野
で
は
担
い
手
不
足
の

柿
畑
を
借
り
て
、
柿
の
ド
ラ
イ
フ

ル
ー
ツ
の
商
品
化
。
地
元
食
材
で
豆

腐
を
生
産
し
販
売
の
み
な
ら
ず
カ

フ
ェ
を
開
設
し
焼
き
菓
子
な
ど
を
め

ぐ
み
の
里
で
販
売
し
て
い
る
。

　
法
勝
寺
児
童
館
で
は
学
童
保
育
の

一
部
を
行
い
、
今
年
度
か
ら
町
内
で

初
め
て
と
な
る
障
が
い
福
祉
の
放
課

後
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て

い
る
。

　
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
南
部
と
の
連
携
は
、
な

ん
ぶ
里
山
デ
ザ
イ
ン
機
構
、
ス
ポ
ｎ

ｅ
ｔ
な
ん
ぶ
、
南
部
町
で
情
報
共
有

や
協
議
を
毎
月
行
っ
て
い
る
。

法
勝
寺
地
区
の
活
性
化
を
町

と
し
て
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

お
試
し
住
宅
と
地
域
交
流
拠

点
を
兼
ね
た｢

え
ん
処
米
や｣

や
、
生
涯
活
躍
の
ま
ち
の
ハ
ブ
拠
点

を
担
う
複
合
施
設
キ
ナ
ル
な
ん
ぶ
の

整
備
、
旧
法
勝
寺
高
校
跡
地
を
拠
点

と
す
る
あ
ら
ゆ
る
方
が
ご
ち
ゃ
混
ぜ

と
な
っ
て
交
流
や
活
躍
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
仕
掛
け
作
り
を
計
画
し
、

法
勝
寺
地
区
に
新
た
な
に
ぎ
わ
い
や

交
流
が
で
き
る
と
共
に
、
生
涯
活
躍

の
ま
ち
と
地
域
共
生
社
会
の
理
念
を

実
現
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
生
ま

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

﨏
田

﨏
田

町
長

町
長

町
長

﨏田光雄 議員

南
部
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
ビ

ジ
ョ
ン
は
あ
る
の
か
。

令
和
元
年
度
か
ら
10
年
を
計

画
期
間
と
す
る
第
２
次
総
合

計
画
で
「
人
と
自
然
が
響
き
合
い
、

と
も
に
創
る
　
な
ん
ぶ
暮
ら
し
」
と

し
、
共
生
、
協
働
、
環
境
を
基
本
理

念
に
置
き
実
現
に
向
け
て
生
涯
活
躍

の
ま
ち
基
本
計
画
に
沿
っ
て
具
体
的

な
取
り
組
み
を
行
う
。

植
林
や
伐
採
に
つ
い
て
南
部

町
と
し
て
補
助
は
あ
る
の

か
。

町
独
自
の
補
助
事
業
と
し
て

は
、
町
内
の
山
林
で
間
伐
し

た
杉
ま
た
は
ヒ
ノ
キ
を
原
木
市
場
や

木
材
加
工
所
等
へ
出
荷
ま
た
は
販
売

す
る
場
合
に
搬
出
費
用
に
対
し
て
１

立
米
当
た
り
、
１
０
０
０
円
を
上
限

に
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

﨏
田

町
長

﨏
田

南
部
町
の
ま
ち
づ
く
り

Ｑ 

ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
あ
る
の
か

Ａ 

生
涯
活
躍
の
ま
ち
基
本
計
画
に
沿
っ
て

里
地
里
山
の
資
源
の
活
用

Ｑ 

植
林
等
へ
の
補
助
は
あ
る
の
か

Ａ 

原
木
搬
出
に
対
す
る
補
助
を
行
っ
て
い
る

買
い
物
困
難
者
へ
の
支
援

Ｑ 

高
島
屋
撤
退
後
の
取
り
組
み
は

Ａ 
地
域
一
体
と
な
っ
て
協
議
す
る

平
成
25
年
４
月
か
ら
買
い
物

困
難
者
の
支
援
と
高
齢
者
の

見
守
り
活
動
な
ど
地
域
貢
献
を
目
的

と
し
て
南
部
町
に
参
入
し
て
い
た
高

島
屋
の
移
動
販
売
車
ロ
ー
ズ
ち
ゃ
ん

号
が
、
今
年
度
限
り
で
撤
退
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
移
動
販
売
車
の
参
入
集
落
及

び
年
間
利
用
者
数
に
つ
い
て
問
う
。

令
和
２
年
度
の
実
績
に
よ
る

と
、
参
入
集
落
数
は
24
集

落
、
販
売
箇
所
数
は
48
箇
所
、
年
間

利
用
者
数
は
、
述
べ
４
，
５
０
４
人

と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

買
い
物
困
難
者
を
対
象
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
結

果
に
つ
い
て
問
う
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

９
月
中
旬
以
降
を
予
定
し
て

い
る
。
９
月
中
旬
以
降
に
チ
ラ
シ
が

出
来
上
が
る
の
で
、
役
場
も
同
行
し

て
、
直
接
の
聞
き
取
り
を
行
い
、
今

後
の
方
針
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

買
い
物
困
難
者
へ
の
影
響
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

令
和
元
年
度
に
鳥
取
大
学
が

実
施
し
た
買
い
物
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
、
70
人
の
方
が
ロ
ー
ズ

ち
ゃ
ん
号
を
利
用
し
て
お
り
、
そ
の

う
ち
22
人
が
週
１
回
以
上
利
用
さ
れ

て
い
る
状
況
で
、
週
１
回
以
上
の
買

い
物
と
な
る
と
、
日
々
の
食
料
品
や

買
い
物
に
利
用
さ
れ
て
い
る
可
能
性

が
高
く
、
ロ
ー
ズ
ち
ゃ
ん
号
撤
退
後

に
買
い
物
に
困
ら
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
今
後
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
に
お
い
て
は
、
利
用
者
の
購
入
商

品
等
の
実
態
把
握
を
行
い
、
買
い
物

困
難
者
の
対
策
に
活
用
し
た
い
。

高
島
屋
撤
退
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
問
う
。

あ
い
の
わ
事
業
の
買
い
物
代

行
や
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
る
健
康
福
祉
課
と
運
営
の
委
託

先
で
あ
る
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
情

報
共
有
に
よ
り
、
効
果
的
な
買
い
物

支
援
に
つ
い
て
民
間
の
協
力
体
制
も

米
澤

米
澤

町
長

町
長

町
長

町
長

米
澤

米
澤

視
野
に
入
れ
な
が
ら
地
域
振
興
協
議

会
と
連
携
し
、
地
域
と
一
体
に
な
っ

て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

今
、
予
約
運
行
を
し
て
い
る

ふ
れ
あ
い
バ
ス
が
あ
る
。
時

間
が
空
い
た
バ
ス
が
あ
る
と
思
う
。

こ
れ
を
使
っ
て
集
落
か
ら
例
え
ば
丸

合
周
辺
ま
で
買
い
物
困
難
者
を
送
り

迎
え
で
き
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
ど
う
や
っ

た
ら
も
っ
と
有
効
に
使
え
る

か
、
例
え
ば
１
時
間
に
１
本
ず
つ
の

デ
マ
ン
ド
の
セ
ッ
ト
を
で
き
な
い
か

現
場
に
検
討
す
る
よ
う
に
指
示
を
し

て
い
る
。
公
共
交
通
を
う
ま
く
利
用

す
る
な
ど
複
合
的
な
方
法
を
考
え
な

が
ら
買
い
物
困
難
者
の
対
策
を
進
め

て
行
き
た
い
。

集
団
接
種
は
９
月
19
日
に
終

了
予
定
で
あ
る
が
、
最
終
日

以
降
に
接
種
希
望
が
あ
っ
た
場
合
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
問
う
。

今
後
は
潮
医
院
、
ひ
ろ
か
ね

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
法
勝
寺

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
西
伯
病
院
で
個

別
接
種
を
し
て
い
た
だ
く
。
何
ら
か

の
事
情
で
集
団
接
種
が
で
き
な
か
っ

た
方
、
こ
れ
か
ら
誕
生
日
を
迎
か
え

12
歳
に
な
ら
れ
た
方
は
、
各
医
療
機

関
で
個
別
接
種
を
お
願
い
し
た
い
。

町
長

米
澤

米
澤

町
長 ワ

ク
チ
ン
接
種

Ｑ 

最
終
日
以
降
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

Ａ 

町
内
医
療
機
関
で
個
別
接
種
を

町
長

﨏
田

西伯病院搬出伐採作業
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法
勝
寺
高
校
跡
地
で
Ｊ
Ｏ
Ｃ

Ａ
南
部
が
温
泉
施
設
を
令
和

４
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
計
画

だ
。
こ
の
事
業
へ
の
町
の
支
援
策
に

つ
い
て
問
う
。

Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
南
部
が
進
め
る
事

業
は
、
生
涯
活
躍
の
ま
ち
と

地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
も

の
だ
。
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
南
部
の
取
組
が
生

涯
活
躍
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
な

る
法
勝
寺
エ
リ
ア
の
計
画
で
あ
る
こ

と
を
広
く
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
広

報
等
に
取
り
組
む
予
定
だ
。

複
合
施
設
キ
ナ
ル
な
ん
ぶ
が

今
年
の
５
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。
と
て
も
人
気
が
高
く
利
用
者
も

町
内
外
か
ら
多
く
来
て
い
る
。
さ
ら

な
る
利
用
拡
大
に
向
け
、
今
後
の
計

画
及
び
方
針
を
問
う
。

キ
ナ
ル
な
ん
ぶ
は
、
南
部
町

が
地
方
創
生
で
進
め
る
生
涯

活
躍
の
ま
ち
法
勝
寺
ハ
ブ
拠
点
と
し

て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
強
化
を

図
る
施
設
だ
。
地
域
の
内
外
と
の
交

流
や
多
く
の
世
代
の
世
代
間
交
流
を

進
め
る
場
と
し
て
、
キ
ナ
ル
な
ん
ぶ

を
有
効
的
に
活
用
を
進
め
る
。

荊
尾

町
長

町
長

荊
尾

今
年
の
７
月
豪
雨
で
多
く
の

災
害
が
発
し
た
。
住
宅
災
害
、

農
地
災
害
な
ど
だ
。
補
助
事
業
を

使
っ
て
復
旧
工
事
を
し
て
も
多
額
の

分
担
金
の
負
担
が
生
じ
る
。
被
災
者

を
支
援
す
る
た
め
、
借
入
金
の
利
子

補
給
な
ど
何
か
補
助
制
度
は
考
え
ら

れ
な
い
か
問
う
。

国
の
災
害
復
旧
事
業
に
お
け

る
地
元
負
担
率
は
農
地
が

50
％
、
農
業
用
施
設
が
35
％
が
基
本

だ
が
、
本
町
は
災
害
復
旧
事
業
費
補

助
金
交
付
要
綱
で
分
担
金
の
負
担
率

を
15
％
と
定
め
て
い
る
。
他
町
村
と

比
べ
て
も
高
い
補
助
制
度
に
よ
り
地

元
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
の

で
、
現
状
で
ご
理
解
願
い
た
い
。

今
回
の
災
害
の
被
災
者
で
、

分
担
金
を
負
担
す
る
の
が
数

人
の
場
合
も
一
人
の
場
合
も
あ
る
。

15
％
を
一
人
で
負
担
す
る
の
は
、
大

変
で
あ
る
の
で
、
状
況
に
応
じ
て
支

援
策
を
再
度
、
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

荊
尾

荊
尾

町
長

荊尾芳之 議員

法
勝
寺
地
域
の
活
性
化

Ｑ 

法
勝
寺
拠
点
エ
リ
ア
内
で
の
各
施
設
の
有
効
活
用
は

Ａ 
法
勝
寺
で
の
新
た
な
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
目
指
す

７
月
豪
雨
の
被
災
者
支
援

Ｑ 

被
災
者
へ
の
支
援
制
度
の
拡
充
は

Ａ 

他
町
村
よ
り
高
補
助
率
の
た
め
現
状
で
ご
理
解

法
勝
寺
地
域
を
一
つ
の
ゾ
ー

ン
と
し
て
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

を
行
い
た
い
。
町
長
の
考
え
を
問

う
。

法
勝
寺
地
域
は
、
生
涯
活
躍

の
町
の
拠
点
エ
リ
ア
だ
。
え

ん
処
米
や
、
キ
ナ
ル
な
ん
ぶ
、
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
し
あ
わ
せ
に
加
え
、

Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
南
部
が
温
泉
施
設
を
オ
ー

プ
ン
さ
せ
れ
ば
、
さ
ら
に
法
勝
寺
地

域
ゾ
ー
ン
の
新
た
な
に
ぎ
わ
い
や
人

の
流
れ
が
で
き
る
。
法
勝
寺
地
域
の

さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
の
実
現
に
向
け

努
力
す
る
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
象

が
12
歳
以
上
で
あ
る
。
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
を

守
る
防
止
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

国
・
県
は
感
染
の
有
無
を
調

べ
る
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を

幼
・
保
育
園
と
小
・
中
学
校
等
へ
配

布
す
る
方
針
を
決
め
た
。
町
内
の
状

況
に
つ
い
て
。

保
育
園
、
児
童
館
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
キ
ッ
ト

配
布
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
。
体

調
に
異
変
が
あ
れ
ば
、
医
務
室
等
で

隔
離
し
、
保
護
者
に
医
療
機
関
へ
の

受
診
を
お
願
い
す
る
手
順
と
な
っ
て

い
る
。

キ
ッ
ト
の
配
布
は
、
国
・

県
か
ら
12
回
分
が
届
く
予

定
だ
。
対
象
は
４
年
生
以
上
の
児
童

生
徒
が
対
象
で
あ
る
が
、
使
用
に
つ

い
て
は
自
ら
が
鼻
の
奥
か
ら
検
体
採

取
す
る
も
の
で
、
慎
重
に
判
断
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

小
・
中
学
校
の
感
染
防
止
策

に
つ
い
て
。

鳥
取
県
型
「
新
し
い
学
校

計
画
様
式
」
と
し
て
、
登

校
前
の
検
温
、
常
時
の
喚
気
、
マ
ス

ク
の
着
用
、
石
鹸
を
使
用
し
た
手
洗

い
、
座
席
の
間
隔
、
消
毒
等
で
感
染

防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

子
ど
も
た
ち
と
関
わ
り
の
あ

る
方
々
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
状

況
に
つ
い
て
。

教
職
員
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

率
は
92
％
で
あ
る
。

家
庭
内
感
染
の
防
止
策
に
対

す
る
喚
起
に
つ
い
て
。

保
護
者
の
皆
さ
ま
へ
、
外
出

自
粛
等
の
注
意
喚
起
と
お
願

い
を
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

板
井

町
長

教
育
長

板
井

板
井

板
井

板井　隆 議員

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
対
策

Ｑ 

子
ど
も
た
ち
を
感
染
か
ら
守
る
対
策

Ａ 

国
・
自
治
体
の
責
務
と
国
民
の
責
務
両
輪
で
拡
大
防
止

学
校
防
止
策
同
様
の
お
願

い
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
子
ど
も
の
体
調
不
良
や
同

居
家
族
内
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
ら

れ
る
場
合
は
、
欠
席
扱
い
で
は
な

く
、
登
校
を
見
送
る
よ
う
、
理
解
と

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

長
期
化
を
す
る
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
防
止
策
に
つ
い
て
、
町

長
、
教
育
長
に
考
え
を
問
う
。

国
・
自
治
体
の
責
務
と
し

て
、
保
健
、
医
療
体
制
の
確

保
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
る
こ

と
が
急
務
で
あ
る
。
ま
た
、
国
民
の

責
務
と
し
て
は
行
動
自
粛
で
、
車
の

両
輪
が
機
能
す
る
こ
と
で
、
感
染
防

止
に
な
る
と
考
え
る
。

正
し
く
恐
れ
る
と
い
う
言

葉
ど
お
り
、
そ
の
都
度
更

新
さ
れ
る
新
し
い
学
校
生
活
様
式
に

の
っ
と
り
、
罹
患
す
る
危
険
を
下
げ

る
取
り
組
み
を
粘
り
強
く
実
施
す

る
。

　
ま
た
、
罹
患
に
係
る
誹
謗
中
傷
な

ど
の
人
権
侵
害
が
起
き
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
意
識
啓
発
を
継
続
す
る
。

町
長

町
　
長

Ａ 

新
し
い
学
校
生
活
様
式
で
罹
患
の
危
険
を
下
げ
る

教
育
長

背
景

教
育
長

教
育
長

教
育
長

板
井

町
長

教
育
長

町
長

荊
尾

７月豪雨による被災状況西伯小学校（手洗い）

り
か
ん

り
か
ん

り
か
ん
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
が
長
期
化
と
な
り
、

中
小
企
業
・
個
人
事
業
者
の
飲
食
、

宿
泊
、
観
光
、
交
通
業
者
を
は
じ
め
、

経
営
上
の
影
響
を
受
け
て
い
る
町
内

事
業
者
へ
の
支
援
が
で
き
な
い
の
か
。

町
内
中
小
企
業
、
自
営
業
者

の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
営
状
況
は
。

経
営
状
況
の
具
体
的
な
内
容

と
し
て
、
工
業
団
地
を
中
心

と
し
た
製
造
業
は
回
復
傾
向
に
あ
り
、

厳
し
い
影
響
を
受
け
て
い
る
状
況
で

は
な
い
。
理
美
容
業
は
、
来
店
頻
度

の
間
隔
が
長
く
な
り
、
若
干
の
影
響

は
あ
る
が
、
固
定
客
に
よ
り
維
持
で

き
て
い
る
。
燃
料
販
売
は
、
移
動
の

自
粛
に
よ
り
、
給
油
頻
度
の
減
少
や

お
盆
帰
省
が
な
く
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格

の
高
騰
が
追
い
打
ち
を
か
け
影
響
が

出
て
い
る
。
飲
食
、
宿
泊
及
び
観
光

交
通
業
は
７
月
後
半
か
ら
米
子
市
で

時
短
営
業
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
影
響
が
大
き
く
、
当
町
で
も
お
盆

の
繁
忙
期
に
か
け
て
、
観
光
バ
ス
、

仕
出
し
、
小
規
模
の
会
合
な
ど
キ
ャ

ン
セ
ル
が
出
て
い
る
状
況
。
飲
食
業

は
来
店
が
敬
遠
さ
れ
夜
間
営
業
を

行
っ
て
い
る
店
舗
で
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

町
独
自
の
支
援
策
は
。

町
独
自
の
補
助
制
度
は
、
再

発
令
さ
れ
た
緊
急
事
態
宣
言
、

県
西
部
で
発
生
し
た
飲
食
店
に
よ
る

ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
な
ど
通
常
繁
忙
期

に
当
た
る
時
期
の
集
客
が
減
少
し
た

飲
食
、
宿
泊
及
び
観
光
バ
ス
運
送
業

へ
、
一
律
30
万
円
の
定
額
応
援
金
を

売
上
が
減
少
し
て
い
る
業
種
を
対
象

に
実
施
し
た
。
継
続
支
援
と
し
て
、

飲
食
業
に
対
し
「
未
来
に
使
え
る
応

援
チ
ケ
ッ
ト
」
を
実
施
し
て
い
る
。

９
月
か
ら
は
一
人
５
０
０
０
円
の

「
南
部
町
応
援
商
品
券
」
を
配
布
し

て
い
る
。
こ
れ
も
間
接
的
に
事
業
支

援
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

仲
田

町
長

町
長

町
長

西
伯
病
院
を
核
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
し
て

こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。
西
伯
病

院
が
抱
え
て
い
る
慢
性
的
な
赤
字
経

営
体
質
の
中
で
、
病
院
を
存
続
さ
せ

る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
の
か
。西

伯
病
院
の
理
念
は
、
「
地

域
住
民
へ
の
安
心
の
提
供
」

だ
。

　
丸
２
年
を
迎
え
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
っ
て
行
動

が
制
限
さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
す
べ
て
の
町
民
が
我
慢
を
強
い

ら
れ
て
い
る
中
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
希
望
す
る
全
て
の
方
に
一
刻
も
早

く
接
種
す
る
こ
と
は
行
政
の
使
命
だ

と
考
え
、
西
伯
病
院
の
医
療
関
係
者

を
は
じ
め
町
内
の
診
療
所
の
先
生
、

町
内
薬
局
の
協
力
、
ま
た
地
域
住
民

の
協
力
に
よ
り
率
先
し
て
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
業
務
に
当
た
っ
て
い
た
だ
い

た
。
多
く
の
自
治
体
が
ワ
ク
チ
ン
管

理
か
ら
接
種
に
至
る
医
療
人
材
の
確

保
に
苦
悩
す
る
中
で
医
療
関
係
者
と

地
域
住
民
そ
し
て
行
政
機
関
が
連
携

し
て
町
民
へ
の
安
心
の
提
供
が
で
き

た
。

　
鳥
取
県
西
部
地
区
で
は
二
次
医
療

圏
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
病
院
と

し
て
機
能
を
拡
充
し
、
変
革
す
る
こ

と
も
地
域
医
療
構
想
の
中
で
求
め
ら

れ
る
、
持
続
可
能
な
西
伯
病
院
で
あ

る
た
め
、
今
後
と
も
支
援
す
る
。

医
師
確
保
に
つ
い
て
は
。

医
師
確
保
に

つ
い
て
こ
れ

ま
で
、
鳥
取
大
学
医
学
部
か
ら
の
派

遣
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
、
県
派
遣

医
師
が
中
軸
と
な
っ
て
き
た
。
し
か

し
、
鳥
取
大
学
医
学
部
と
も
パ
イ
プ

を
堅
持
し
て
医
師
確
保
を
継
続
し
て

い
く
。

新
改
革
プ
ラ
ン
の
進
行
状
況

は
。

総
務
省
の
方

か
ら
新
改
革

プ
ラ
ン
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
届
い
て

い
な
い
の
で
、
令
和
２
年
度
で
終
了

し
た
の
を
ベ
ー
ス
に
し
て
経
営
形
態
、

再
編
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
大
き
な
柱

が
あ
り
そ
れ
に
沿
っ
て
改
革
プ
ラ
ン

を
つ
く
っ
て
い
く
。

仲
田

仲
田

町
長

仲
田

病
院
事
業
管
理
者

病
院
事
業
管
理
者

仲田司朗 議員 加藤　学 議員

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

Ｑ 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
無
料
に  

Ａ 

考
え
て
い
な
い

　
Ｑ 
農
業
者
支
援
を
　
　   

Ａ 

国
や
県
と
連
携
し
検
討

コ
ロ
ナ
対
策

Ｑ 

中
小
企
業･

個
人
事
業
者
の
支
援
策
は

Ａ 

定
額
応
援
金
な
ど
の
支
援
を
実
施

西
伯
病
院

Ｑ 

存
続
さ
せ
る
た
め
の
方
策
は

Ａ 

今
後
と
も
支
援
す
る

南
部
町
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
無

料
に
す
る
こ
と
を
も
と
め

る
。

南
部
町
と
県
外
を
往
来
す
る

時
に
限
っ
た
助
成
し
か
考
え

て
い
な
い
。

国
や
県
に
対
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
助
成
を
求
め
て
い
く
こ

と
を
求
め
る
。

国
や
県
に
全
額
補
助
を
求
め

て
行
く
気
は
な
い
。

学
童
の
指
導
員
、
保
育
士
、

小
中
学
校
の
先
生
に
定
期
的

な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
を
求
め
る
。

学
童
の
指
導
員
、
保
育
士
、

小
中
学
校
の
教
職
員
等
が
定

期
的
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
す
る
だ
け
で

感
染
を
防
ぐ
の
は
難
し
い
と
思
う
。

職
員
の
定
期
的
な
検
査
の
実
施
は
考

え
て
い
な
い
。

農
業
者
支
援
と
し
て
国
が
在

庫
米
を
買
い
取
る
こ
と
、
ま

た
、
買
い
取
っ
た
米
を
生
活
困
窮
者

や
学
生
へ
食
料
支
援
に
す
る
こ
と
を

国
に
対
し
て
求
め
る
こ
と
を
要
求
す

る
。

国
が
推
進
す
る
令
和
３
年
度

米
の
生
産
調
整
や
、
令
和
２

年
度
米
の
長
期
保
管
に
対
す
る
経
費

支
援
に
よ
り
市
場
へ
の
米
流
通
の
調

整
な
ど
の
動
向
を
確
認
し
、
国
や
県

と
連
携
し
状
況
に
応
じ
た
措
置
を
検

討
し
た
い
。

加
藤

加
藤

加
藤

町
長

町
長

町
長

町
長

加
藤

特
別
障
が
い
者
手
当
に
つ
い

て
６
月
議
会
の
一
般
質
問
で

取
り
上
げ
た
が
、
十
分
に
で
き
な

か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
６
月
議
会

の
後
、
在
宅
介
護
を
し
て
い
る
人
か

ら
自
分
は
特
別
障
が
い
者
手
当
の
対

象
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
言
う
声

を
聞
い
た
。

　
南
部
町
で
は
自
分
が
特
別
障
が
い

者
手
当
の
支
給
対
象
な
の
に
、
そ
れ

を
知
ら
な
い
で
い
る
人
が
ま
だ
多
く

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
ま
た
、
特
別
障
が
い
者
手
当
の
窓

口
は
福
祉
事
務
所
だ
が
町
民
の
実

情
、
ど
こ
に
在
宅
で
介
護
を
さ
れ
て

い
る
人
が
い
る
の
か
を
つ
か
ん
で
い

る
の
は
健
康
福
祉
課
の
保
健
師
で

あ
っ
た
り
、
民
生
委
員
だ
。

特
別
障
が
い
者
手
当
に
つ
い

て
Ｐ
Ｒ
す
る
事
を
求
め
る
。

広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

福
祉
事
務
所
と
健
康
福
祉
課

の
横
の
連
携
を
深
め
特
別
障

が
い
者
手
当
の
対
象
に
な
る
人
が
漏

れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

特
別
障
が
い
者
手
当
は
認
定

基
準
に
該
当
す
れ
ば
、
要
介

護
認
定
を
受
け
て
お
ら
れ
な
く
て

も
、
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な

く
と
も
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
健
康
福
祉
課
等
と
連
携
し
て
特

別
障
が
い
者
手
当
業
務
を
行
っ
て
い

く
。

特
別
障
が
い
者
手
当
は
申
請

し
な
い
と
支
給
に
な
ら
な

い
。
個
人
情
報
を
含
む
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
部
分
も
あ
る
が
、
支
給
対
象
と

な
る
人
の
掘
り
起
こ
し
が
必
要
で
は

な
い
か
。保

健
師
や
民
生
委
員
に
こ
の

よ
う
な
手
当
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
福
祉
事
務
所
へ

つ
な
げ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
横
の

連
携
を
し
て
い
き
た
い
。

町
長 特

別
障
が
い
者
手
当

Ｑ 

対
象
に
な
る
人
が
漏
れ
な
い
よ
う
に

Ａ 

健
康
福
祉
課
等
と
連
携
し
て
業
務
を
行
う

背
景

加
藤

町
長

町
長

加
藤

加
藤

背
景

仲
田

西伯病院PCR検査装置



本
町
は
、
家
庭
内
に
お
け
る

熱
中
症
対
策
と
し
て
、
エ
ア

コ
ン
等
を
利
用
し
て
、
熱
中
症
に
な

ら
な
い
よ
う
心
が
け
を
呼
び
か
け
て

い
る
。
こ
れ
を
基
に
問
う
。
　

エ
ア
コ
ン
の
未
設
置
世
帯
の

数
は
。

エ
ア
コ
ン
の
未
設
置
世
帯
、

生
活
保
護
世
帯
の
未
設
置
数

は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
平
成
30
年
４
月
厚
労
省
通
知
以
降

に
生
活
保
護
を
開
始
さ
れ
た
世
帯
は

エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る

リ
ス
ク
の
高
い
高
齢
者
、
障

が
い
者
、
低
所
得
者
、
ひ
と

り
親
世
帯
に
町
独
自
の
設
置
補
助
、

修
繕
費
の
補
助
制
度
を
求
め
る
。

　
生
活
保
護
世
帯
、
低
所
得
者
、
ひ

と
り
親
世
帯
に
電
気
代
の
補
助
を
す

る
こ
と
を
求
め
る
。

国
は
設
置
当
初
の
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と
で
、
熱
中
症
対

策
と
し
て
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
検
討

し
て
い
る
。
エ
ア
コ
ン
が
必
要
な
方

に
は
、
基
本
的
に
は
社
会
保
障
制
度

や
各
種
手
当
な
ど
に
よ
り
購
入
さ

れ
、
そ
れ
で
も
資
金
が
不
足
の
方

は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に

よ
る
小
口
貸
付
や
総
合
支
援
資
金
な

ど
紹
介
し
て
い
る
。

未
設
置
世
帯
へ
の
設
置
補

助
、
修
繕
費
、
電
気
代
相
当

分
の
加
算
を
政
府
に
求
め
る
考
え
は

な
い
か
。エ

ア
コ
ン
の
未
設
置
へ
の
補

助
や
修
繕
費
支
給
、
電
気
代

相
当
分
の
加
算
と
い
う
形
で
政
府
が

補
助
を
つ
く
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
生
活
困
窮
者
へ
の

支
援
に
つ
い
て
は
要
望
し
て
い
く
。

７
月
の
豪
雨
に
際
し
、
西
伯

地
域
に
は
プ
ラ
ザ
西
伯
、
会

見
地
域
に
は
天
萬
庁
舎
の
２
ヶ
所
に

自
主
避
難
所
が
設
置
さ
れ
た
。
降
雨

量
は
予
想
よ
り
も
少
な
く
利
用
者
は

１
人
で
あ
っ
た
。
地
球
温
暖
化
の
影

響
で
、
国
内
に
限
ら
ず
、
世
界
中
至

る
地
域
で
集
中
豪
雨
が
発
生
し
て
い

る
。
本
町
で
も
、
今
後
集
中
豪
雨
被

害
を
受
け
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
避
難

所
開
設
は
必
要
だ
。
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
避
難
所
開
設
に
は
密

を
避
け
る
必
要
が
あ
る
。

夏
季
、
冬
季
を
考
え
小
学
校

体
育
館
利
用
に
、
エ
ア
コ
ン

の
設
置
の
考
え
は
。

全
て
の
避
難
所
に
エ
ア
コ
ン

が
設
置
し
て
あ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
思
う
。

　
使
用
頻
度
と
費
用
面
を
考
慮
し
て

設
置
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
事
態
に
な
れ
ば
、
空

調
シ
ス
テ
ム
は
必
要
に
な
り
、
そ
の

時
に
は
リ
ー
ス
、
レ
ン
タ
ル
の
会
社

を
使
っ
て
体
制
を
取
っ
て
い
く
ほ
う

が
理
に
か
な
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い

る
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
へ
の
対

応
の
手
法
は
ど
の
よ
う
に
さ

れ
る
の
か
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る

た
め
の
対
応
は
、
簡
易
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
、
小
型
の
ド
ー
ム
テ
ン

ト
の
整
備
を
勧
め
て
お
り
予
算
面
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
年
次
ご
と
に
増
や

し
て
い
く
計
画
で
あ
り
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
最
低
限
守
れ
る
よ
う
に
整
備

を
進
め
る
考
で
あ
る
。

避
難
者
個
人
が
持
ち
込
む
物

品
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

個
人
が
持
ち
込
む
物
品
は
、

非
常
持
ち
だ
し
バ
ッ
グ
な
ど

に
食
料
、
飲
料
、
救
急
用
品
、
マ
ス

ク
、
軍
手
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
携
帯
電

話
の
充
電
器
等
に
加
え
常
備
薬
、
歯

ブ
ラ
シ
、
口
腔
ケ
ア
用
ウ
エ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
を
用
意
さ
れ
る
と

良
い
と
思
う
。

町
は
、
今
後
の
保
育
園
事
業

と
し
て
施
設
の
老
朽
化
、
保

育
士
不
足
を
あ
げ
、
そ
の
方
針
を
探

る
た
め
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に
協

議
を
求
め
て
き
た
。
子
育
て
会
議

は
、
つ
く
し
、
さ
く
ら
の
両
園
を
統

合
す
る
と
い
う
意
見
を
ま
と
め
て
い

る
。
そ
れ
を
受
け
町
は
、
保
育
園
の

今
後
の
整
備
運
営
方
法
を
町
行
政
審

議
会
に
諮
問
、
民
設
民
営
を
含
め
た

論
議
を
展
開
し
て
い
る
。

　
今
後
の
保
育
事
業
に
つ
い
て
、
町

か
ら
は
、
住
民
や
議
会
に
説
明
を

行
っ
て
い
な
い
。
現
在
の
論
議
は
住

民
の
納
得
い
く
も
の
と
は
考
え
に
く

い
。
保
育
所
の
統
廃
合
、
運
営
方
法

に
つ
い
て
は
広
く
住
民
の
声
を
聞
き

進
め
る
べ
き
だ
。

こ
れ
ま
で
保
護
者
、
住
民
に

意
見
を
聞
い
て
き
た
の
か
。

令
和
元
年
度
中
に
保
護
者
と

語
る
会
を
計
画
し
、
広
く
呼

び
か
け
た
が
、
残
念
な
が
ら
参
加
希

望
者
が
少
な
く
意
見
交
換
会
を
実
施

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
令
和

２
年
度
か
ら
は
両
園
の
保
護
者
会
か

ら
代
表
の
方
に
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
の
委
員
に
入
っ
て
い
た
だ
き
、

様
々
な
視
点
か
ら
検
討
し
、
移
転
、

統
合
に
至
っ
た
。
今
後
行
財
政
審
議

会
の
答
申
を
い
た
だ
い
た
う
え
で
、

町
の
施
策
と
し
て
方
針
を
決
定
し
た

ら
保
護
者
に
説
明
し
た
い
。

こ
れ
で
は
統
合
や
民
設
民
営

な
ど
の
重
要
な
問
題
を
、
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
と
行
財
政
審
議

会
に
投
げ
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

提
案
す
る
責
任
と
し
て
、
広

く
住
民
か
ら
多
様
な
意
見
を

聞
く
責
務
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

専
門
機
関
の
皆
さ
ん
や
広
く
町
民
の

中
か
ら
選
ば
れ
た
審
議
会
に
付
し

て
、
そ
の
意
見
を
も
と
に
最
終
的
に

町
長
が
判
断
し
て
議
会
に
諮
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

真
壁

町
長

町
長

町
長
は
公
設
だ
と
（
施
設
建

設
）
補
助
金
は
出
な
い
と
い

う
が
、
起
債
を
起
こ
し
た
場
合
、
交

付
税
算
定
さ
れ
る
。
そ
れ
を
説
明
し

た
の
か
。起

債
の
場
合
、
交
付
税
措
置

と
し
て
町
の
実
負
担
が
金
額

は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
中
で

も
、
民
設
民
営
で
行
っ
た
方
が
経
費

的
に
町
の
負
担
と
し
て
は
有
利
だ
と

い
う
計
算
に
な
っ
て
い
る
。

最
重
要
課
題
で
あ
る
保
育
士

不
足
を
ど
う
解
決
し
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
の
か
。

職
員
の
年
齢
構
成
等
を
加
味

し
、
計
画
的
に
募
集
し
て
い

る
が
、
採
用
試
験
に
お
け
る
合
格
者

不
足
や
、
中
途
退
職
も
あ
り
、
計
画

的
に
進
ん
で
い
な
い
。
ま
た
、
職
員

の
産
休
、
育
休
の
代
替
え
や
加
算
保

育
士
分
に
つ
い
て
は
、
会
計
年
度
任

用
職
員
を
採
用
し
て
対
応
し
て
い
る

が
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
だ
。
引
き
続

き
適
正
な
保
育
士
の
確
保
に
努
め
た

い
。

保
育
所
の
統
合
・
民
設
民
営

Ｑ 

保
護
者
・
住
民
の
声
を
聞
い
た
の
か

Ａ 

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
、
行
財
政
審
議
会
で
協
議

エ
ア
コ
ン
設
置

Ｑ 

未
設
置
世
帯
へ
の
補
助
を
求
め
る

Ａ 
社
会
保
障
制
度･

各
種
手
当
の
利
用
で
理
解
を

避
難
所
運
営

Ｑ 

環
境
と
避
難
者
へ
の
対
応
は

Ａ 

環
境
を
整
備
し
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る

真
壁
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一般質問

真壁容子 議員

亀
尾

亀
尾

町
長

町
長

町
長

亀
尾

亀尾共三 議員

町
長

亀
尾

町
長

亀
尾

町
長

町
長

町
長

背
景

背
景

背
景

亀
尾

真
壁

真
壁

さくら保育園つくし保育園

７
月
12
日
は
い
こ
い
荘
と
東
西
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
も
避

難
所
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

注



表紙紹介

　
耕
作
放
棄
地
を
救
い
た
い
。

　
２
年
前
ま
で
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
境
港
市
の

職
場
に
通
勤
途
中
で
、
南
部
町
、
米
子
市
、
境
港

市
で
多
く
の
耕
作
放
棄
地
を
見
か
け
て
、
と
て
も

残
念
に
思
い
ま
し
た
。
自
分
が
、
こ
の
耕
作
放
棄

地
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
と
い
う
強
い
使
命
感
に
か

ら
れ
ま
し
た
。

雑賀農園の皆様（左が雑賀智之さん）

旧
会
見
町
で
二
人
の
方
と
話

し
合
う
機
会
が
あ
り
、
社
会

教
育
と
人
権
政
策
が
大
事
だ
と
言
わ

れ
た
。
旧
会
見
の
地
域
は
そ
う
い
う

土
壌
が
あ
っ
て
、
教
育
施
策
が
根
付

い
て
い
る
と
感
じ
た
。
旧
西
伯
で

は
、
や
は
り
福
祉
の
町
西
伯
で
あ
っ

た
。
社
会
か
ら
困
っ
て
る
方
を
救
済

し
よ
う
と
い
う
施
策
が
古
く
か
ら

あ
っ
た
。
昭
和
26
年
西
伯
病
院
が
で

き
、
医
療
が
始
ま
り
そ
の
後
、
結
核

病
棟
が
で
き
、
今
は
精
神
科
も
あ

る
。
ま
た
、
県
下
で
第
一
号
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
も
あ
り
、
障
が
い

者
施
設
と
し
て
や
ま
と
園
も
あ
っ

た
。
こ
の
様
に
福
祉
の
町
と
し
て
根

付
い
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
福
祉
と
教
育
の

ま
ち
づ
く
り
を
根
幹
に
置
い

た
政
策
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

西
伯
町
と
言
え
ば
、
そ
れ
は

福
祉
で
あ
り
、
会
見
町
で
い

え
ば
教
育
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
介
護
保
険
法
の
ス
タ
ー
ト
を
契

機
に
「
福
祉
の
町
」
西
伯
町
を
全
国

区
へ
押
し
上
げ
ら
れ
た
事
は
ご
存
じ

の
と
お
り
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
会
見
町
の
教
育
、
と
り

わ
け
同
和
教
育
を
中
心
に
置
い
た
人

権
教
育
は
有
名
だ
。
基
本
理
念
と
し

て
、
同
和
問
題
を
基
本
と
す
る
一
人

ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
学
習
で
あ
る

と
定
義
し
た
。
そ
し
て
、
人
権
が
大

黒
柱
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
者
と
し

て
、
町
民
が
学
習
活
動
に
よ
っ
て
獲

得
す
べ
き
絶
対
的
必
要
条
件
で
あ
る

と
し
て
、
生
涯
学
習
の
基
本
理
念
の

中
で
堂
々
と
う
た
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
生
涯
学

習
の
ま
ち
づ
く
り
が
町
民
の
皆
さ
ん

に
根
付
い
た
こ
と
が
、
会
見
町
の
教

育
を
つ
く
っ
て
き
た
と
推
察
す
る
。

こ
れ
が
南
部
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
の
土
台
に
な
っ
て
い
る
と
考

え
る
。

　
私
の
政
治
に
対
す
る
基
本
理
念
を

南
部
町
に
引
き
継
が
れ
た
西
伯
町
と

会
見
町
の
優
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
進
歩
と

変
革
の
や
ま
な
い
時
代
に
適
合
さ
せ

る
こ
と
だ
と
思
う
。

　
福
祉
と
は
幸
せ
と
捉
え
、
教
育
は

他
者
を
理
解
し
、
自
由
に
生
き
る
力

を
育
む
事
だ
と
思
う
。
そ
ん
な
ま
ち

づ
く
り
に
ま
い
進
し
て
い
く
。

南
部
町
は
「
教
育
と
福
祉
の

町
に
す
る
」
そ
う
い
う
気
持

ち
で
い
け
ば
、
町
長
の
基
本
理
念
で

あ
る
、
三
つ
の
Ｃ
と
五
つ
の
挑
戦
、

が
全
部
つ
な
が
る
と
思
う
が
ど
う
考

え
る
か
。信

念
と
し
て
、
福
祉
や
教
育

は
、
本
当
に
大
事
だ
と
思
っ

て
い
る
。
こ
れ
を
十
分
に
活
か
し
き

れ
る
施
策
を
こ
れ
か
ら
も
展
開
し
て

い
く
。
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一般質問

細
田

町
長

細
田

町
長

細田元教 議員

８月

火
金
月
木
月

10
20
23
26
30

日 曜日 会議･行事
鳥取県西部広域行政管理組合議会全員協議会
議会運営委員会
南部町・伯耆町清掃施設管理組合議会
南部町農地パトロール出発式
南部箕蚊屋広域連合議会定例会

７月

金

月
金

金

火
水
水

9

12
15

16

20
21
28

日 曜日 会議･行事

まち未来会議（南部中、法勝寺中）
広報常任委員会①
鳥取県西部町村議長会臨時総会
西伯郡郡民スポーツ大会（グラウンドゴルフ）
原水爆禁止国民平和大行進南部町通過式
広報常任委員会②
議会改革調査特別委員会
鳥取県町村議長女性議員研修会
広報常任委員会③
公立西伯病院調査特別委員会

議会活動日誌
９月

6

7
8
9
10
13
14
15
16
17

21

22
29

月

火
水
木
金
月
火
水
木
金

火

水
水

日 曜日 会議･行事
議会運営委員会
議会全員協議会
定例議会　本会議
定例議会　本会議
定例議会　一般質問
定例議会　一般質問
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
議会運営委員会
議会全員協議会
定例議会　本会議
地域生活支援センターなごみ 竣工式

特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

Ｑ 

福
祉
と
教
育
の
ま
ち
づ
く
り
は

Ａ 
私
の
基
本
理
念
に
適
合
さ
せ
る

背
景

雑賀 智之さん
40歳

就
農
し
た
動
機
は

　
今
、
20

 

ha
を
耕
作
し
て
い
る
。
将

来
は
、
50

 

ha
を
目
指
し
ま
す
。

　
現
在
は
、
家
族
経
営
で
す
が
、
将

来
は
、
会
社
・
法
人
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
は

　
特
定
の
田
ん
ぼ
で
、
稲
を
コ
ン
バ

イ
ン
で
刈
り
取
っ
た
瞬
間
に
セ
ン

サ
ー
で
コ
メ
の
水
分
量
や
た
ん
ぱ
く

質
量
を
計
測
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
こ
の
デ
ー
タ
を
管
理
し
て
将
来

（
次
年
度
）
の
稲
作
経
営
に
活
か
し

て
い
き
、
米
の
収
穫
の
増
収
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。
農
業
経
営
の
安
定

化
を
図
り
た
い
。

　
今
ま
で
は
、
何
と
な
く
人
の
勘
に

頼
っ
て
行
っ
て
い
た
農
業
を
、
こ
れ

を
デ
ー
タ
化
、
Ｉ
Ｔ
化
し
て
、
農
業

収
入
増
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
ス
マ
ー

ト
農
業
で
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
と
は

「
米
づ
く
り
」
未
来
を
見
つ
め
て

（天萬）

西伯病院



は
じ
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
？

あ
ち
こ
ち
で
さ
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
ま
し
た
し
、
鳥
取
県
で
も
増
や
し

た
い
と
も
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
法
勝
寺
で
し
て
い
る
と
知
り
、
宮
前
で
も
子
ど
も
食
堂

が
で
き
な
い
か
と
思
い
、
子
育
て
支
援
課
に
相
談
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
す

は
じ
め
て
み
て
感
じ
た
こ
と
は
？

　
今
年
の
４
月
か
ら
７
名
く
ら
い
の
メ
ン
バ
ー

で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
提
供
を
始
め
、
最
初
は
そ
ん
な
に
来

な
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
小
さ
な
お
子
さ
ん

連
れ
の
お
父
さ
ん
や
部
活
帰
り
の
中
学
生
た
ち
が
沢
山
こ

ら
れ
て
、
限
定
１
０
０
食
が
な
く
な
る
事
も
あ
り
ま
し
た
。

少
な
い
ス
タ
ッ
フ
で
無
理
せ
ず
で
き
る
形
で
運
営
し
て
い

る
の
で
、
売
り
切
れ
御
免
の
と
き
も
あ
り
ま
す
。
近
く
の

子
ど
も
た
ち
ば
か
り
で
な
く
西
伯
地
区
か
ら
も
来
ら
れ
て

い
ま
す
。
何
回
か
来
て
い
ろ
ん
な
お
話
や
相
談
な
ど
を
し

て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
も

増
え
て
い
ま
す
。
　
　
子

ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
と

し
て
始
め
ま
し
た
が
、
将

来
は
限
定
で
は
な
く
地
域

食
堂
の
よ
う
な
場
所
と
し

て
、
食
で
つ
な
が
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
し

て
多
く
の
方
々
が
利
用
で

き
る
場
所
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。       

　
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
今
回

の
議
会
だ
よ
り
か
ら
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
表
紙
に
入
れ
ま
し
た
。
南

部
町
議
会
の
Ｈ
Ｐ
へ
行
け
ま

す
。
過
去
の
一
般
質
問
が
読
め

ま
す
。

　
ま
た
「
９
月
議
会
を
お
え

て
」
と
し
て
景
山
議
長
の
文
章

を
載
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
９
月
議
会
の
最
中
に
、
景
山

議
長
は
「
令
和
３
年
度
自
治
功

労
者
表
彰
」
の
「
町
村
議
会
議

員
と
し
て
通
算
18
年
以
上
在
籍

し
功
労
が
あ
っ
た
者
」
の
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　  

（
加
藤
）

あ
と
が
き

広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
　
　
　
加
藤
　
　
学

　
副
委
員
長
　
　
　
荊
尾
　
芳
之

　
委
　
員
　
　
　
　
景
山
　
　
浩

　
　
　
　
　
　
　
　
板
井
　
　
隆

　
　
　
　
　
　
　
　
白
川
　
立
真
　

　
　
　
　
　
　
　
　
長
束
　
博
信

　
　
　
　
　
　
　
　
米
澤
　
睦
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
﨏
田
　
光
雄

QQ栄
さ
ん

新
井
さ
ん

新
井
さ
ん

宮
前
子
ど
も
食
堂

新
井
則
子
代
表
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

代 表　新井　則子
TEL：0859-64-2164
住所：南部町宮前157番地
　　　宮前隣保館

食

　
　でつ
な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
。

米子市街
駐在所

ローソン潮医院

天萬
庁舎

とっとり
花回廊

南部中

宮前
子ども食堂

文

町議会広報

探検隊
NO.9 （

　
　）

カ
レ
ー

ラ
イ
ス

｢宮前子ども食堂｣って何？

（宮前隣保館）

［提供時間］毎週土曜日 11：30～13：30
18歳以下は無料　大人一杯百円です。


